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今後もさらに、定住促進につなげるための
取組みを強化していく。 　　（三村町長）

Ａ

若者定住、少子化対策はQ

工房北側の公園整備については、今後、検討を進め
ていきたい。　　　　　　　　　　　 （三村町長）

Ａ

筆の里工房20周年と今後の振興Q

民法正則議員

町公共事業の入札について

契約事務の更なる適正化に努める。 （内田総務部長）Ａ

Q

入
札
の
あ
り
方
を
全
般
的
に
伺
う
。

事
業
発
案
か
ら
実
行
予
算
（
見
積
方

法
）、入
札
、発
注
実
行
ま
で
の
経
緯
等
。

契
約
に
際
し
て
は
、
原
則
、
契
約
価

格
の
決
定
基
準
と
す
る
﹁
予
定
価
格
﹂

を
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
。

契
約
の
方
式
は
、
競
争
入
札
契
約
又

は
随
意
契
約
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

競
争
入
札
契
約
は
、
主
と
し
て
指
名

競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
締
結
す
る
。

指
名
業
者
は
、
指
名
業
者
選
定
委
員

会
が
、
入
札
参
加
資
格
者
の
中
か
ら
入

札
案
件
ご
と
に
選
定
す
る
。

選
定
に
際
し
て
は
、
過
去
の
成
績
、

入
札
案
件
の
技
術
的
な
適
性
、
同
種
契

約
の
経
験
、
技
術
者
の
状
況
等
を
総
合

的
に
勘
案
す
る
な
ど
、
選
定
基
準
に

従
っ
た
審
査
を
行
う
。

い
ず
れ
の
方
式
に
お
い
て
も
、
契
約

締
結
後
は
、
監
督
職
員
等
に
よ
り
監
督

業
務
及
び
完
成
検
査
を
行
い
、
契
約
の

履
行
を
確
保
し
て
い
る
。

ま
た
、
入
札
結
果
の
公
表
や
、
設
計

金
額
が
１
３
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事

に
つ
い
て
予
定
価
格
を
事
後
公
表
す
る

な
ど
、
契
約
事
務
の
透
明
性
を
図
っ
て

い
る
。

QA

２
０
４
０
年
に
は
、
全
国
の
約

半
数
の
８
９
６
市
区
町
村
が
消
滅

の
危
機
に
直
面
す
る
と
い
う
衝
撃

的
な
人
口
推
計
が
公
表
さ
れ
た
。

本
町
も
若
年
女
性
が
ほ
ぼ
半
減

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
若
者
定
住
、
少
子
化
対
策
に

対
す
る
施
策
を
問
う
。

本
町
は
、
﹁
消
滅
可
能
性

都
市
﹂
の
分
類
に
含
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
減
少
率
が

４
８
・
４
％
と
、
非
常
に
高

い
数
値
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
も
子
育
て
世
代

を
対
象
と
し
、
住
宅
購
入
費

を
助
成
す
る
子
育
て
定
住
促

進
助
成
金
や
乳
児
医
療
の
対

象
年
齢
の
拡
大
な
ど
、
独
自

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
、
定
住
促

進
に
つ
な
げ
る
た
め
の
交
流

人
口
の
増
、
町
の
子
育
て
支

援
施
策
の
情
報
発
信
な
ど
、

取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
の
国
の
動
向

も
注
視
し
、
国
が
講
じ
る
支

援
策
等
を
見
落
と
す
こ
と
な

く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

Q

A

筆文化に関連した幅広いニーズに対応する展覧会
や事業を展開していきたい。　　　 （三村町長）

Ａ

筆の里工房の今後の展開Q

山吹富邦議員

筆
の
里
工
房
は
、
筆

の
里
振
興
事
業
団
へ
の

指
定
管
理
委
託
と
い
う

形
で
運
営
し
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

運
営
方
針
で
ど
う
い
っ

た
効
果
を
期
待
し
て
い

る
か
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き

続
き
日
本
の
筆
づ
く
り

の
歴
史
に
関
す
る
調
査

研
究
及
び
資
料
収
集
、

書
、
絵
画
、
工
芸
な
ど

の
筆
文
化
に
関
連
し
た

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
展
覧
会
や
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
、
筆
文
化

を
理
解
し
親
し
め
る
活

動
を
通
じ
、
筆
の
都
の

ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
し
て
、
地
域
文

化
や
地
場
産
業
の
振
興

に
貢
献
し
つ
つ
、
将
来

の
地
域
づ
く
り
を
担
う

人
材
育
成
に
資
す
る
こ

と
も
期
待
し
て
い
る
。

QA

筆
の
里
工
房
は
、
こ
の
９
月
で

開
館
20
周
年
を
迎
え
る
が
、
現
在

の
経
営
状
況
や
工
房
内
で
の
休
憩

所
、
ト
イ
レ
の
増
設
及
び
工
房
北

側
へ
の
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て

問
う
。

筆
の
里
工
房
は
、
筆
の
里
振
興

事
業
団
に
指
定
管
理
を
委
託
し
、

施
設
の
運
営
管
理
、
企
画
展
の
開

催
の
ほ
か
、
筆
づ
く
り
な
ど
の
体

験
メ
ニ
ュ
ー
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
等
の
収
益
事
業
も
含
め
、
安
定

し
た
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

筆
の
里
工
房
内
の
休
憩
所
、
ト

イ
レ
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
増
築

が
伴
う
工
事
を
行
う
場
合
は
、
建

築
基
準
法
の
基
準
の
改
正
等
で
、

本
体
自
体
の
工
事
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
現
状
の
施
設
規
模
で
の
改
築
、

増
設
を
考
え
る
と
、
施
設
全
体
の

利
用
の
見
直
し
な
ど
検
討
す
べ
き

課
題
も
あ
る
。

ま
た
、
筆
の
里
工
房
北
側
の
公

園
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
、
具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

QA熊野団地地区の活性化に向けた整備を計画している。（三村町長）Ａ

西公民館の跡地利用の概要Q 片川学議員

高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
西
部

地
域
へ
の
対
策
、定
住
促
進
、

商
店
街
を
含
め
活
性
化
へ
向

け
伺
い
た
い
。

西
部
地
域
に
お
い
て
は
、

西
公
民
館
の
建
て
替
え
を
機

に
、
熊
野
団
地
地
区
の
活
性

化
に
向
け
た
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

西
公
民
館
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
地
域
の
夏
祭
り
会

場
と
し
て
の
活
用
や
、
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
と
高
齢

者
の
交
流
促
進
に
つ
な
げ
る

た
め
、
日
陰
や
ベ
ン
チ
を
設

け
て
高
齢
者
と
若
い
子
育
て

世
代
と
の
３
世
代
交
流
も
で

き
る
憩
い
の
場
と
し
て
、
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
新
た
な
西
公
民
館

の
建
設
や
そ
の
他
の
整
備
に

よ
り
、
集
客
機
能
を
高
め
る

こ
と
で
、
熊
野
団
地
地
区
を

中
心
と
す
る
坊
主
山
商
店
街

の
活
性
化
に
向
け
、
側
面
的

な
支
援
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

QA

20周年記念の企画展では、国宝や重要文化財を
含む日本の書を展示する。　　　　　（三村町長）

Ａ

筆の里振興事業団Q

20
周
年
記
念
「
国
宝
展
」
の
内
容
及
び
町

民
（
特
に
小
中
高
生
）
へ
の
普
及
は
。

20
周
年
記
念
と
し
て
開
催
す
る
企
画
展

﹁
日
本
の
書
と
筆
の
宇
宙
﹂は
、国
立
東
京
博

物
館
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
国
宝
や
重
要
文

化
財
を
含
む
日
本
の
書
を
展
示
す
る
。

企
画
展
の
広
報
は
、
５
月
に
町
内
の
各
小

中
学
校
に
案
内
を
し
て
お
り
、
再
度
、
各
小

中
学
校
と
熊
野
高
校
に
案
内
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。

QA
物
販
２
億
円
余
の
利
益
の
処
理
は
。

収
益
事
業
の
利
益
処
理
に
つ
い
て
は
、
健

全
な
運
営
が
努
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

QA
理
事
会
、
評
議
員
会
の
意
見
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

理
事
会
、
評
議
員
会
で
は
、
書
の
展
覧
会

の
充
実
や
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
は
営
利
を

目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
熊
野
筆

の
Ｐ
Ｒ
に
重
点
を
置
い
て
広
く
広
報
し
て
ほ

し
い
な
ど
、
建
設
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

QA

片川学議員
民法正則議員

荒瀧穂積議員


